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松尾芭蕉（「俳人百家撰」より）

山口索堂（「俳人百家撰」より）

会　期11月2日（士）～12月23日（月）まで 

開脚寺間　午前9時～午後4時30分（入館は4時まで） 

休館　日11月5・11・18・19・25日 

観覧料金 
一　般　　　　　300円（210円） 

高校・大学生　　200円（140円） 

小・中学生　　100円（70円） 

※（）内は20名以上の団体料金です。 
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芭
蕉
の
い
売
上
企
画
展

甲
州
俳
譜
展
　
－
芭
蕉
の
後
継
者
た
ち
－

早
川
石
牙
・
漫
々
～
親
子
二

甲
州
（
山
梨
県
）
に
お
け
る
俳
詣
史
の
展
開
を
見
て
み
る
と
、
2
つ
の
論
理
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
一
つ
は
、
「
甲
州
に
対
し
て
外
部
か
ら
ど
の
よ
う
な
働
き
か
け
が
行
な
わ
れ
た
か
」
で
あ
り
、

も
う
一
つ
は
「
そ
れ
に
対
し
て
甲
州
で
い
か
な
る
対
応
が
な
さ
れ
た
か
」
で
す
。

外
部
か
ら
影
響
を
及
ぼ
し
た
俳
人
と
し
て
は
、
天
和
年
間
（
1
6
8
1
～
8
3
）
の
岸
本
調
和
と
松

尾
芭
蕉
、
元
文
年
間
（
1
7
3
6
～
4
0
）
の
山
口
黒
露
・
中
川
宗
瑞
・
佐
久
間
柳
居
、
天
明
年
間
（
l

7
8
1
1
8
8
）
の
高
桑
開
更
・
加
藤
暁
台
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
ま
た
そ
れ
に
対
応
し
た
甲
州
俳
人
は
、

霜
の
門
増
誓
傭
静
態
蒜
選
者
÷
つ
り
驚
、
谷
村
藩
主
秋
元
家
業
雪
巴
蕪
の
門

弟
・
高
山
粟
堆
、
柳
居
の
孫
弟
子
に
あ
た
る
上
矢
敲
氷
、
閲
更
の
門
人
・
五
味
可
部
里
と
早
川
石
牙

な
ど
で
す
。

ま
た
、
こ
こ
に
あ
げ
た
甲
州
俳
人
に
は
、
親
子
あ
る
い
は
師
弟
二
代
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
た
例
が

帽
鮭
割
判

多
く
、
甲
州
俳
詣
史
に
お
い
て
も
う
ひ
と
つ
の
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
回
の
「
甲
州
俳
詣
展
」
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
、
甲
州
俳
詣
史
の
進

展
を
つ
ら
ぬ
く
論
理
を
背
景
に
、
俳
人
と
し
て
だ
け
で
な
く
政
治
的
活

動
に
お
い
て
も
名
を
残
し
た
早
川
石
牙
と
漫
々
の
親
子
に
焦
点
を
あ
て

て
紹
介
し
ま
す
。

工
レ
尊
名
偉

申
込
・
間
合
先

都
留
市
博
物
館

「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
留
」

℡
（
4
5
）
8
0
0
8

℡
（
4
5
）
8
6
0
8

犯
人
を
検
挙
し
、
事
件
を
解
決

す
る
た
め
に
は
、
犯
罪
捜
査
に
対

す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
が
従
来
に
も
増
し
て
必
要

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
犯
罪
捜

査
に
対
す
る
ご
協
力
を
お
願
い
し

ます。 『
犯
罪
捜
査
に
ご
協
力
を
』

昨
年
の
刑
法
犯
認
知
件
数
は
、

約
2
1
3
万
6
千
件
と
戦
後
最
多

を
記
録
し
て
お
り
、
犯
罪
情
勢
は
、

厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

内
容
的
に
も
路
上
強
盗
、
ひ
っ

た
く
り
な
ど
の
街
頭
に
お
け
る
犯

罪
が
増
加
し
た
ほ
か
、
来
日
外
国

人
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
ピ
ッ
キ
ン
グ

用
具
を
使
用
し
た
侵
入
盗
や
暴
力

団
貝
な
ど
に
よ
る
自
動
車
盗
な
ど

組
織
的
な
犯
罪
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
も
市
民
の
皆
さ
ん
に

不
安
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ

り
、
警
察
で
は
、
捜
査
・
防
犯
の

両
面
か
ら
の
各
種
対
策
を
積
極
的

に
推
進
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
都
市
化
の
進
展
、
人
の

移
動
の
活
発
化
な
ど
の
社
会
情
勢

の
変
化
に
伴
う
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
の
希
薄
な
ど
に
よ
り
、
捜
査

を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。


